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一
九
世
紀
前
半
の
：ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
西
漸
運
動
に
は
、
い
，わ
.ゆ
る
北
西
部 

型

と

南

西

部

型

と

，
い
ぅ
一
一

.つ
の
。ハ
タ
ー
ン
が
あ
っ
だ
と
い
わ
れ
；て
：い
る
。
，前
者 

は
大
体
オ
ハ
イ
オ
河
以
北
に
お
い
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ロ
シ
テ
ィ
ア 

の
土
地
へ
'
先
ず
毛
皮
商
人
が
登
場
し
、
次
い
で
牧
畜
業
者
、
開
拓
農
民
、.
農 

業
企
業
家
が
そ
の
後
を
追
ぅ
と
い
-:
5
順
序
で
、
西
漸
運
動
が
展
開
し
て
ゆ
く
、'-
-
. 

と
さ
れ
る
。
後
者
は
、
メ
キ

シ
コ
，湾
に
：沿
っ
た
南
西
部
の
諸
州
で
見
ら
れ
た
も
.

の
'で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
.開
拓
農
民
に
つ
い
で
、
奴
隸
を
連
れ
た
プ
ラ
ン
タ

-

,
 

.

.

.

.

.
 

•
• 

.

i
が
移
住
し
て
き
て
、.；
小
農
民
を
丘
陵
地
帯
の
瘦
地
へ
追
い
や
っ
.て
し
ま
っ 

た

:;
と
い
わ
れ
る
。

.

:

-
V

こ
の
ょ
ぅ
な
西
漸
運
動
の
型
の
砠
罾
が
、
南
北
両
地
域
に
お
.け
る
社
会
経
済 

構
造
に
影
響
を
与
え
た
。
'北
西
部
で
は
、
開
拓
農
民
が
身
分
を
上
昇
.さ
せ
て
農
. 

業
企
業
家
に
な
っ
て
ゆ
，く

こ

と

が«1
'

_
で
あ
り
、
小
農
民
を
中
心
と
す
る
..

「

丐 

主
的」

な
社
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
南
西
部
で
は
、
丘
陵
地
帯
へ 

追
わ
れ
た
小
農
民
は
、
：没
落
し
て
プ
ー
.ア

•
ホ
ワ
イ
ト
.に
.な
ら
*:
い
ま
で
も
、

V

; ::

' :

岡

I

r 

:

'

'

.
■'
.

.

..
■

.

'

.

: 

.
■
.:
,
' 

,

,

身
分
上
昇
.の
機
会
は
な
く
、
,
そ
こ

に
は

プ

ラ

ン

タ
ー

を

中

心

と

ず

るr

貴

族

的

」

. 

な
社
会
が
.つ
く
^-
れ
た
、
と
い
ぅ
わ
け
で
.

^

 ̂

.

;

,
こ
ぅ
し
た
考
え
方
は
、
タ
I
ナ
I
教
授
以
来
、
:-
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
学
派
の
人

 々

に
.ぅ
け
，つ
：が
れ
、
今
日
：に
至
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
ター

ナ
|
教
授
の
説
が
、
 

そ
の
.ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
修
正
が
必
要

.と
さ
れ
て
い
.る
。
.
西
漸
運
動 

一:'
'
般
：に
つ
：い
て
は
、
土
地
投
機
業
者
の
存
在
が
見
、

.

. 

.

.
' 

.

.
:

.

(

2)

： 

-

'落
さ
れ
て
い
る
こ
i
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
•こ
：で
南
西
部
型
の
西
漸
運 

®
に
か
ぎっ

：：

て
い
え
ば
、
主
に
次
の
一
一
点
で
‘
る
。
す
な
わ
ち
.、
甫
西
部
に
お 

か
て
ゆ
最
初
に
牧
畜
業
者
が
.移
住
し
■、.
次
；い
.で
農
民
が
西
漸
し
.て
き
て
牧
畜
業 

.

者
を
£1
陵
地
帯
へ
追
い
や
っ
，た
も
の
で
あ
る
- 3
>:
-
、

ま

た

前

の

修

正

と

は

い

く

ぶ
ん
観
.点
が
異
な
る
が
、：
開
拓
農
.民
と
同
時
に
、
最
初
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
が
フ

.

ロ
ン
テ
，ィ
ァ
へ
移
住
す
る
：場
合
が
あ
っ
た
こ
と
、.
で
あ
る
0 

.

こ
.こ
^

は
、
わ
が
_

に
^
い
て
従
来
あ
ま
り
法
目
さ
れ
な
か
0
た
南
西
部
型 

.西
漸
運
動
.の
修
正
説
に
つ
.い
.て
、
.特
に
：第I

I

の
.修
正
点
を
と
り
あ
げ
、i

八
ニ 

0

1
1
1
0

年
^'.

開

拓

初
.^
の

テ

キ

.
サ
-
'ス.を
.

^

と
.

し

て
.
. 

' 
そ

れ

ガ

..，妥

当

す

る

か
 

.否
か
.を
検
討
し
、て
み
た
ぃ
-'
-

:

(

i
 

Turner, F. J.r  R
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.従
来
、
わ
が
国
に
お
け
る
タ
.
.
Iナ
I
説
批
判
に
お
い
.て
は
、
主

に「

安
全
：
 

弁
説」

‘
と
土
地
投
機
業
者
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
鼓
近
で
は
.、
小 

林

英

夫「

ぃ
ゎ
ゅ
る
安
全
并
説
に
；つ
ぃ
て」

：(

関
西
大
学
経
1 ;
.
咖

集

十--
'

卷

五

.

.

号

六

号

て

.

.

…

:

.
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:

■

■

当
時
の
テ
キ
サ
ス
は
メ
キ
グn

領
.で
あ
つ
た
が
、

メ
キ
シ
コ
政
府
：は
テ
キ
サ 

ス
開
発
の
た
め
、
ァ
メ
リ
ヵ
か
ら
の
移
住
者
を
歓
迎
.し
た
。
.南
部
の
人
々
■に
と
. 

っ
て
、
テ
キ
サ
ス
は
未
知
の
土
地
で
は
.な
く
、

ニ
ュ
I 

•
オ

ル

リ

ン

ズ

ぎ

名 

O
r
l
e
a
n
s

か
ら

は
三
日
の
船
旅
、

レ

ッ

ド

R
e

d

川
沿
い
；の
ナ
チ
ト
グ
工
ズ 

N
a
t
c
h
i
t
o
c
h
e
s
:

:か
ら
は 

ー
0

日

の
陸
旅
，で
到
着
で
き
V
自
然
の
障
害
は
存
在
し 

な
か
っ
た
。
テ
キ
サ
ス
が
ス
ぺ
ィ
ン
V

メ
キ
シ
.マ
領
と
な
っ
た
の
は
、

一
八
一 

九
年
の
ァ
‘ダ
ム
ス
•
オ
ニ
ス
条
約
'に
ょ
る
も
：の
で
あ
り
、

ァ
メ
リ
力
人
の
多
く 

は
そ
れ
.に
不
満
を
持
っ
.た
。
.
.し
ば
し
ば
テ
.キ
ザ
ス
買
収
が
計
画
さ
れ
、：

実
規
す

る
見
込
み
も
あ
っ
た
。

-. 

' 

. 

■ 

. 

ア
メ
リ
カ
南
西
部
に
お
け
る
西
漸
運
動

.
1方
、
;,
-
7メ

リ

ヵ

の

.
ー
へ
八
ヤ

^

年
の
土
地
法
は
-ゾ
公
有
地
年
賦
払
下
制
を
廃 

ih
L
た
の
：で
：、
公
有
地
取
得
に
は
：最

低

.一：〇
〇
ド
ル
.の
獨
金
が
必
要
と
な
り
'

. 

評
溯
が
悪
か
，っ

た

:°
ー：.八
一
,
1〇
年
、
.す

で

に

ア

ラ

バ

マ

の

人

，
ロ

は

1
三
〇
、
〇 

〇
〇
、
：ミ
シ
％

ッ
ピ
は
七
五
、.
.〇
〇
0
、

ル

イ

ジ

ア

ナ

は

一

，
五

〇

、
，
.
〇

〇

〇

に 

達
し
て
.
.お
，り
、
:'I.

歩
.先
に
拡
か
る
^
キ
.サ
.
.

K

の
豊
か
な
.土
地
_に
、
移
住
者
が
：入
. 

.つ
て
ゆ
く
の
は
当
然
.で
あ
つ
た
。

メ
キ
シ
コ
政
府
は
個
^
^
の
移
住
も
許
可
し
た 

が
、
開
拓
請
負
制
度
を
し
き
，
請
負
者
に
開
拓
地
を
建
設
さ
せ
た
。

い
ず
れ
の

.場
合
に
：も
、
ア
.メ
リ
力
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
に
、
約
十
分
の
一
の

(

1)

価
格
で
土
地
が
取
得
で
き
た
の
で
、：：入
々
を
ひ
き
つ
：け
た
。：
、

さ
て
、
，ア
メ
リ
力人

！
！

負
者
に
よ
つ
^
最
初
に
建
設
さ
れ
た
開
拓
地
は
、

ス

デ
イ
ヴ
ン
：一'
.■オ

ー
ス
：.テ
イ
y
.、.

S
t
e
p
h
e
n
.

.
 

.

&
3̂,
:
.に
^
る
_
'も
.
.の.
.

」

で
'あ
.つ
た
。
と
.

• 

•
. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

れ
は
被
が
父
親
.モ
ー
、ゼ
：ス
：
|

6『

か
あ
；引
継
い
だ
*
業
で
あ
り
、

一
八
一
一
一 

年
末
か
ら
：開
拓
が
始
め
：ら
れ
た
。
-'
:
オ

ー

ス

テ

：：
イ

シ

は

、

一
八
：
三

0
年
迄
に
、，1.、
 

ニ
0
〇
家
族
分
の
.開
拓
請
負
契
約
を
メ
：キ
シ
コ
政
府
と
結
び
、
.彼
の
開
拓
地
の 

人
口
は
、く一

八
二
五
年
に
は
、

l
、
A

〇
〇
、

1
.
A
T
一一'一
年U

は
四
、
一ー_

八
、
 

と
な
.，つ
て 

'い
'
.た
。

.,
メ

キ

,

y

 

r
r湾
.に
面
し
、
ブ
.ラ
■ソ
.ス
.
.

Brazos,....

コ.
P
ラ
ド
9

マ 

o
r
a
d
o

両
河
に
か
.こ
ま
れ
た
、
最
も
恵
ま
れ
た
'位
置
を
し
め
、
初
期
の
テ
キ
サ 

ス
開
発
.の
中
心
ど
な
っ
，た
の
は
彼
.の
開
拓
地
で
.あ
り
、
後
年
テ
キ
サ
ス
に
お
け 

る
ブ
ラ
ン)

テ
I

シ
ョ
ン
.の
中
心
地
域
.と
な
つ
た
の
は
.、
こ
の
一
帯
で
あ
つ
た
。
 

し
た
が
ク
て
.以
下
、
オ
ー
.ス
テ
イ
ン
開
拓
地
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
て
ゆ

.(

2
.

)

:

V 

:

.

.き
：た
い
。
::
■'v V

.

:

:

ニ
：
八
三
.

一

.年
、
テ
％
サ
ス
を
訪
れ
た
一
：，婦
人
旅
行
者
は
次
.の
よ
ぅ
に
書
い
て 

い
る
。

,
:

.

.'
七

三

(

ニ
七
一)



「
当
地
の
社
治
狀
態
ね
は
、.
当
然
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
#;
^<
の
不
調
祉
が
あ
：
 

り
ま
す
。
康
西
南
尤
各
地
方
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
人
々
が
、
新
し
い
環
境
に 

同
化
し
適
合
す
る
に
は
、

や
は
り
時
間
が
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か 

'し

、

人

々

、は
皆
親
切
.で
お
客
を
あ
た
た
か
：く
迎
え
ま
す
。
誰
も
が
旅
人
を
招 

■'
.
.

き
入
れ
*
食
事
を
:;
#
:え
.ゾ

猶

を

提

供

し

，て

.、く

れ.'ま
す
。：
こ
ヾ
'-
に

は

.貧

乏

人

も 

..
'
•

:

金

持

も

い■
ま

：
せ
、
ん

：。
:'.
あ
る
程
度
，
：貧
富
の
差
ぼ
あ
：っ
て
も
差
别
は
全
く
ざ
.れ 

.、
ま

せ

ん

。

移

在

者

は

：誰

も

が

■同

じ

広

さ

の

；土

地

を

：手

に

入

九

、

そ

め

平

等

さ

： 

ベ

■
か
^
い
^
す

れ

ば、
-:
V
そ
れ
^

方
が
慮
け
.'
'
'
.
'
.
'他

者

が

，
ユ:<
働
い
た
が
ら 

で
す
。
誰
も
.が
：举
韻
で：

忙
L
べ

>'
自
分
の
仕
#
が
ー
.杯
あ
る
の
で
、
他
人
の 

お
節
介
を
.や
き
ま
せ
ん
。
.人
々
は
共
通
の
利
書
、.
目
的
、
希
.望
に
よ

っ

て
、
. 

し
つ
か
り
と
結
び
ヴ
け
ら
れ
て
い
ま
^

。

」

'.
.

.も
し
彼
女
の
描
写
が
正
し
い
と
す
■る
な
ら
*は
、..当
時
の
テ
キ
，サ
ス
.に

お

.，い

て 

は
、
通
説
通
り
の
南
西
部
型
西
漸
運
動
が
展
開
し
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。
：韦 

.西
部
に
お
い
て
も
、
開
拓
当
初
.は
小
農
民
に
^
る
.民
主
的
'な
フ
'
:
;
ロ
_ン
7-
;
'ィ
ア
|4
': 

会
が
形
成
さ
れ
た
.
M
と
い
.わ
れ
.て
.お
り
、.
当
時
の
テ
キ
サ
ス
は
こ
の
段
階
に
あ 

;つ
た
窖
だ
办
.ら
で
あ
る
。''
'

■
.

'.

:

-

.

■■
;

;

•

現
に
、

一
八
ニ
〇
年
代
及
び
三
〇
年
代
前
半
の
テ
キ
サ
ス
は
、
自
給
自
足
的 

色
彩
の
濃
い
、
小
農
民
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
会
で
あ
っ
た
、
と

い

う

#

え
方 

が
、
,ア
メ
リ
力
に
お
い
て
通
説
化
し
て
い

る

よ

うに
思
わ
れ
る
。.
ダ
レ
イ
教
授 

は
：「

初

期

の(

テ
キ
サ
ス)

移
住
者
の
間
に
は
、
プ
ラ
ゾ
.テ
ー
シ
ョ
y

s

へ 

向
う
強
い
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
.は
見
え
な
い
。

一
八
三
〇
<
以
前
に
お
け
る
：
 

奴
隸
所
有
規
模
は
、

一.

般
的
.に
小
さ
く
*
奴
隸
総
数
'%
少
な
か
っ
た
。

• 

•• ■目 

拓
者
の
多
く
は
、
自
家
消
費
の
た
め
の
.農
業
に
補
完
さ
れ
た
牧
畜
業
を
営
む
メ

キ
シ
コ
人
の
生
活
に
適
応
.し
て
：̂

。」

と
述
べ
、
ビ
ン
タ
リ
I

教
授
も「

(

開
拓

%

池
^

_

ず

ス

：に
お
：け

：る

>
;典
型
的
生
活
は
;>
:

_

0
土
地
を
開
懇
し
、'
家
屋 

を
建
設
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
民
の
生
活
で
あ
0(

^ 5
。」

と
述
べ
て
い

る

。 

.

.は
た
し
て
、
；
こ
の
ょ
ぅ
な
見
解
は
正
当
で
あ
ろ
ぅ
か
。
先
ず
、
オ
I

ス
テ
ィ 

ン
開
拓
地
の
人
口
構
成
を
検
討
し
て
：

(

1)
Barker,..E. 

:
p
, 

'
N
o
t
e
s
o
n

 .the 

o
a
o
2.
2
a
t
i
o
n 

0

H>Texas5.'.Mississippi. 

1

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
開
拓
地
に
つ
い
て
の
史
料
は
^
^;
^:
:

^

/
 

0

.

a
.
. 

T
h
e

_
 Austin .

p
a
p
e
r
s
'
V
O
L
.
1,
:
American, B

i
s
t
o
r
i
E

 

.Association,. 

A
n
n
u
a
l

 

穸

置

4
9
1
9
;
V
0
I
,

 2, A
n
n
u
a
r

 Report, 

1
9
2
2
.
'

.

(

.
3

) 

w

l

f. 
w
, A

:

 

The- 

W
e
s
t
w
a
r
d

 

M
l
m
e
n
t

 

in 

the 

United 

• : 

R
 

b
o
o
i
s
^
- 

^
o
v

C
4

) 

Gray, 

L
.
o
.
'

History: of Agriculture 

in 

the 

Southern 

United 

' . States to 

^
 

8

?
 

v(

5) 

B
i
n
k
l
e
y
r
'
w
.

p
,
. 

The. ."Texas、
Revolution 

..(Baton: R
o
u
g
e
,

-1952>

,
.
,
.
. 

p
r
l

to
.
v 

V ,
.

H
 

.

才
丨
ス
.テ
ィ
ン
開
拓
地
の
人
ロ
構
成
^
-知
る
た
め
め
史
料
と
し
て
は
、

一
八 

一
云
年
の
人
'ロ
調
查
の
記
録
が
爲
さ
れ
て
い
る
の
み
.で

あ

る

。

そ

れ

も

、

.
開

拓
 

地
全
体
に
つ
い
て
の
調
査
の
要
約
と
、
開
拓
地
内
の
一
地
区
に
つ
い
て
の
調
查 

書
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
、が
0

て
開
拓
她
の
人
ロ
構
成
の
時
期
的
変
化
を
追
ぅ
こ 

と
.は
出
来
ず
、

1

A
ニ
.五

年

の

状

態

に

つ

.
い

て

の

断

面

図

を

得

る

こ

と

で

満

足

氏 名 業 雇
--■
A  : 数 ' 奴 款 1

1. G； Snider な め し 革 業

. .■ン

5
2. W. B. Deweez m .砲 . 鍛 冶 5
3. J. Burnam ' な め ；し 革 桊 2

•
■ • ■ *

4. ! B. Beeson . 岗 1 : .... 7 ....
5. T. Williams 農 : 牧 業 1
6. J, Ross .農 業 6
7. A. Jackson 同 i , ' . 4 ....
8. J, Tober な あ し 革 業 ■； 4
9. J. Cummin •農 "... 業 3

10. A. Anderson な め し 革 業 1
11. W. Rabb 農 牧 業 ■ •- 1 ...
12. T, B. Bell V 同 1

計: . へ .:::::.:‘. : '.く. :' . -  
■ ...-

14 27

第 ニ 表
/ .....

農衆:及び牧畜業 20

農 業 18

な め し 革 業 15

鍛 治 屋 1

鉄 砲 ：锻 冶 1
測 m 爾 1

大 工 1
不

. > ■ >

明 3

計 60

第 一 表

男 子 女 子 計

子 供 ： 324 224 548
独 身 者 188 22 210
. 既 婚 者 168 167 335
死 ’別 者 24 13 37
厚 人 227
奴 隸

. . . . . .;
443

計 1800

第 三 表
•；

身
者
が
三
三
人 

で
あ
る
。
子
供
、
 

雇
人
、
奴
隸
に 

つ
い
て
は
、

1 

三
世
带
分
、
記 

入
さ
れ
て
い
な 

い
の
で
、
総
人 

ロ
は
不
明
で
あ 

る
。
六
〇
世
帯 

ゾ
の
家
長
办
職
業 

•は
第
二
表
に
示 

し
た
如
く
で
あ 

り
、
農
業
、
牧 

畜
業
お
ょ
び
な 

，め
し
革
業
が
大 

.部
分
を
し
め
て 

V'

る
。
も

つ

と 

「

も
.
7
p

yテ
ィ 

ァ
：：

に

：お
い
て 

は
、.
職
工
な
ど 

も
一
様
に
農
業
.

に

従

事

し

た

：の
バ 

で
あ
り
、
こ
の
.

七

五

(

ニ
七
三)

8
 

o

 5
 

7
 

7
 

3
 

o

し
な
け
れ
ば
.な

ら

な

。
.す
で
に
述 

計

一

3
 

2
 

4

18
.ベ
た
如
く
開
拓
が
始
め
ら
れ
た
の 

2l
:

7-
i

31
l

—

：
:

.

.，
へ
は
、
.

ー
八
ニ
ー
年
末
で
あ
る
が
’
ぺ
本 

0-
 
2

1

1 

'

 V

格
的
な
開
拓
地
建
設
は
一
八
ニ
三
年

表
'
 I
 

■
■
■ 

■
■

■•
:
.-

-

-

-I

I

.

に
入
っ
て
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
の
で

I

子

32
18
16
24
一 

あ
り
、

一
八
二
五
年
は
.ご
く
初
期
：の

第
，，
男
：

.

-

I

I

 

.
 

.
 

.

;

段

階

で

、あ

る

と

.い
っ
て
.よ
い
。

:

供

者

蜜
^

人
^

第

I

表
は
開
拓
地
全
.体
に
つ
い
：て 

身
婚
別
.
■_ 

、
，.「

計

'
,:
'
:
の

人

口

構

成

で

あ

る

。

.子
供
と
'は1 

'■

子

独

既

ぞ

辱

奴
'
 

:

六
歳
未
満
の
者
で
あ
り
、
死
別
者
と 

.

I―
!
■
:

 

.

:

':
V

は
、..
.
配
偶
者
に
死
別
し
-
た
：奢
で
あ
.
 

-

.る
。
既
婚
者
の
う
ち
に
は
、
家
族
.が
ま
だ
移
在
し
て
き
て
い
な
い
者
.も
い
る
。

雇
人
と
は
、
移
住
の
際
、：
近
隣
の
知
人
や
親
類
の
二
，
三
男
な
ど
：が
同
行
し
て 

■

き
た
も
の
で
、
農
作
業
な
、ど
の
.手
助
け
を
す
る
.家
長
c>
家
族
以
外
の
同
居
者
と 

.

考
え
て
.

H

い
で
あ
ろ
う
。
.
全
人
ロ
の
約
四
分
の
'.
一 
が

奴

隸

：で
：あ

：
っ

た

と

と

が

注 

目
さ
れ
る
:0
-
:
'.
-
:
'
:■

■ 
:

.

:

ダ
.
:
:
.
.
.
.

:

次
に
、
コ
ロ
：ラ
ド
：髮

日
^

-

地

区

ー

に

マ

い

て

ノ

も

う

少

じ

詳

し

べ

見

て

み

.
'

■ 0

X8
.
'
.
X5
.1
.
.
.
i
.
.
l
'

4-
.
,
3 

....

.

. 

o
.
. 

j 

'よ
.'う
。.
.当
時
.オ
ー
.ス
テ
.
.
.
ィ
シ
開
拓
'

表
？
 

_

業

業
.屋
冶
.

師
エ
へ
明
:-
;

:,
.
地
4
四
地
区
に
分
け
ら
#

て
お 

.11

次

^

.

锻
.

.

.

.

.

 

れ
を
そ
の
.1

つ
.
.
で
ぁ

::び
し
冶
：，:量へ

:

:

'..
:
計

；：：.と
の
地
区
に
は
六
0
世
.带
が
：住
，
 

第
'
 
犮

夂

:

砲
：
:

農
：漏

.
ア
ン
リ
力
南
西
部
に
お
け
る
西
漸
運
動
'
:.
.



調
丧
に
^

^
こ
の
開
布
地
-^
い
ず
.れ
も
農
業
と
牧
畜
業
に
従
事
し
て
.

:

1'
1
::
0
い
ろ
い
ろ
な
職
0:
も
：い
る
の
；で
あ
.る
が
.：
.，現
在
は
農
耕
.に
従
事
し
て
い
：
 

る
の
^

細
か
な
業
顧
は
解
ら
な
い
^
と
；記

さ

れ

て

い

へ

る

？

^
お

，_
,な

.；め

し

革
 

業
者
が
多
い
こ
と
は
、
.
-の
溯
拓
地
に
お
け
る
牧
畜
業
の
比
：重
の
大
.き
さ
^
 ̂

し
て
い
る
。
-し
か
し
敗
等
も
あ
る
程
度
は
農
業
.
.に
従
事
し
て
い
た
と
：と
：、が
.

容
易 

'に
想
像
さ
.れ
.る
”。
-
.厂

_
'
,
:
\

第
三
表
拟
、
雇
人
使
用
者
'お
.よ
び
奴
隸
所
有
者
の
氏
名
、
截
業
、「

吏
用
も
し 

く
は
所
有
規
模
：を
示
し
た
も
の
'で
あ
る
。：
こ
れ
ら
に
つ
い
て
記
入
の
あ
る
四
.七 

世
帯
の
内
雇
人
使
用
は
五
世
带
、
奴
隸
所
有
は
八
世
帯
に
ず
ぎ
な
い
。
雇
人
に 

つ

い

て

は

す

：
で

に

記

1>
-
.た

が

：、.こ
の
：_

で
な
め
1.
革
業
者
や
鉄
饱
锻
冶
に
使
用 

さ

れ

て

い

る

の

は

，徒

弟

'の
上
5'
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。v

奴
隸
所
有 

者
は
ご
く 

|部
に
才
ぎ
ず
.>
そ
、の
所
%

M
模
は
小
さ
か
っ
た
か
ら
、
：：と
の
地
区 

'

に
つ
い
て
も
見
れ
ば
.、
，
グ

レ

，
ィ

教

授
2

一

n

葉
は
；正
し
い
よ
ぅ
で
：も
あ
る
。

：_ 

し
か
し
、
西

び

開

: &
地
全
体
に
つ
い
て
奴
隸
所
.有

規

模

を

検

討

す

る

と

、

.次 

の
如
く
に
な
る
。
開
拓
地
.の
全
世
帯
数
は
芷
確
に
は
解
ら
な
い
が
、
'.
大
体
三
.五 

〇

家

族

前

後

で

：
あ

々

：、
：
そ

の

㈥
、
奴
隸
所
有
|
帯
は
六
九
で
'あ
.る
。-
所
有
規
模 

は
、
五
八
世
帯
が
奴
隸
を一

〜

九
名
所
有
1>
:
.

(

奴
^

|
数
一
七
1:
-)

、
，
.
一
一 
世

帯
 

が

，1

0〜

九
0名

：；(

総

数

ニ

七

a
)

所

有

し

て.い

る

。
：:し

た

が

：

っ
：：

て
"

奴

隸

'所 

有

世
带
は
'
.全
体
の
約一

10'
%

で
あ
る

が

、
.そ
の
ほ
と
ん
ど
は
.コ
ロ
ラ

K
-
.

S 

に
お
い
て
見
ら
れ
た
た

よ

ぅ

に

、わ
ず
か
数
名
の
奴
隸
を
新

有

す

る

、
に

す

ぎ

な

 

い
。
所
有
世
帯
の
内

"

，一
五
％
に
当
る
少
数
者
が
、

奴
隸
総
数
の
約
六
0 -
%
を

'
. 

所
有
し
、：

そ
の
中
に
は
グ

：卩
スJ. :E.. G

r
o
c
e

の
よ
う
な
大

プ

ラ
ン
タ
ー
が
/'
.

.

た
の
で
あ
る
。
 

.

.•
•
七

六

0
ー
七
四)

v

南
北
戦
争
前Q.

南
部
社
会
の
構
成
は
、：
最
上
層
に
大
プ
ラ
ン
タ
ー
、

^

、

e 

中
小
プ
ラ
ン
タ
ー
が
お
り
、
そ
れ
を
支
え
て
ナ
レ
.イ
ン
；..フ
オ
ー

ク

あ

る

い

ょ

：
 

.

ョ
ー
マ
ン
名
序ば

.？̂
:

自
営
農
民
、
そ
の
下
に
六
丨
ァ
♦
ホ

ヮ

イ

ト

、

:'
-
最

下

罾
 

に
黒
人
.淑

- ^
が
存
在
す
る
、：
と
い
う
％

の
で
あ
0
:
。̂
テ
ギ
サ
ス
は
ニ
八
五
0
 

:

年
の
：セ
V
.サ

ス

に

ょ

れ

ぱ

ク

全

入

ロ

が

約

ー

ー

ー

ユ

ー

、

。

。

^

、
.

そ
の

内
五

八

、

Q
Q
C
5
'
が
奴
隸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、：

一

五
四
，
〇
〇
〇
の
白
人
及
び
自
由
黒 

し

人
：の
う
ち
''

奴
隸
所
有
者
は
八
、
o

〇
a

-(

家
族
：の
人
数
を
入

れ

れ

ば

約

一

一

一

六

、 

〇
〇
〇)

に
す
ぎ
ず
、
し
&

も
そ
の
半
数
以
上
が
五
名
以
下
の
奴
隸
を
所
有
す 

.る
小
奴
隸
所
有
者
で
あ
つ
.た
^

.

.

■:
;
,そ
う
し
て
見
.れ
ば
、
' 開
拓
が
始
ま
つ
て
数
年
後
の
オ
I

ス
テ
ィ
ン
開
拓
地
に 

お
.い
.て
は
：
人
口
構
成
：の
点
が
.ら
見
て
、
す
で
に
.後
年
の
テ
キ
サ
ス
社
会
、
あ
 

る
い
は
南
部
社
会
の
'.「

ひ
な
型」

が
形
成
さ
れ
て
い
た
、
.
と
い
っ
て
ょ
い
で
あ 

•

ろ
う
。
.

.、

.

.

...... 

.

.

. 

.

.

. 

.

(

1)

ぐ
 

A
i

n

 

f

 

r
v

 V
o
L

 

I 

(

以
下 A

P
I

 

と
略
記)

：.pp. 

1
2
7
CJ
1
-
6
, 

P.1244

(

2) 

A
H
,

 p. 

1275. 

.

-

(

3) 

B
a
r
k
e
r
,
:
*
?
t
e
s
;
:
o
p
.

 

c
f

-
p
p
.

 

150-1.

(

4) 

Turner, 

F. 

J., 

T
h
e

 

u
n
i
s

 

States, 

1
S
3
S
S
5
0

 

(N. 

Y
.
,
1935) 

p
p

 

_ 
357-8. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

四

、

.

.

.'
.
.
.
.
.
.
. 

.

-

: 

-

.
土
地
取
得
の
条
件
は
'ど
う
で
あ
っ
た
か
。
先
に
引
用
し
た
婦
人
旅
行
者
は
、
 

移
住
^

の
.誰
も
が
同
じ
面
積
の
土
地
を
取
得
す
る
'と
：述
べ
た
が
、
は
た
し
て
を 

う
で
.あ
ろ
.う
か
。

オ
I
X
.テ
イ
ン
_

拓
地
に
お
い
.て
、
土
地
ほ
メ
キ
ジ
：.コ
：
の

拓

殖

法t-
f
.
e
y
- 

d
e

 

colonization:

,の
.下
に
与
え
ら
れ
た
。
.元

来

-,
の
：法
律
の
下
で
は
、

■■
.
S

S

 

, 

ラ
ボ
！
ル
じk

b
o
r
X

—*
七
七
X

I
ヵ
ー)

：：

く
牧
畜
業
者
は
丄
イ
テ
：イ

オ

2.
ユ
0 

0

>::

四
一
一
八

エ

ー

力

ー

)

.
の
'土
地
を
与
免
ち
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
.開 

拓
地
で
は
農
民
で
も
希
望
す
れ
ば
：四
：、'.
四
ニ
八
.エ
：1
力
：.丨
，が
与
え
ら
れ
た
。
：代 

金
は
時
期
'に
'よ
り
異
な
る
が
、
.

.

エ
I
力
I
当
り
四
セ
ン
：ト
か
ら 

一.
ニ 

•五
セ
.ソ 

卜
.で
あ
り
，
.年

賦

払

：
い

が

，認

め

ら

れ

て

.い

：た

。
：
ま

た
.い
ぐ
分
割
増
し
：を

す

れ 

ば

，
家
畜
、
収
獲
物
に
よ
る
支
払
い
も
認
め
ら
れ
た
。

.

.

.
さ
ら
に
拓
殖
法
に
お
い
て
は
”
資
金
も
し
く
は
技
術
を
有
す
る
者
、：：家
族
員 

数
の
多
い
者
に
対
し
て
は
、：
最
大
限
一一

シ
イ
テ
.イ
オ
ま
で
の
私
下
げ
が
認
め 

ら
れ
て
い
た
い
U
た
が
っ
て
、
ァ
.，/.
.
y
.力
に
；お
.け
る
よ
り
.も
、
は
义
か
に
有
利
な 

条
件
で
大
農
場
を
建
設
ず
る
こ
と
が
出
来
た
。'
.彩
住
者
.の
中
に
は
一
セ
.七
。エ
1 

ヵ

ー

を

取

得

す

る
t

と
.で
満
足
す
る
者
も
い
た
於
、
ニ
：、
三
：シ
イ
テ
イ
オ
：を
取
得 

す
る
者
も
お
り
、
先
'

U

名
を
あ
げ
た
グ
P
ス
は
.七
.シ

イ

チ

イ

オ

；
.
§
◦

、
‘
九

九 

六
，エ
ー
ヵ_

)

.
を
琅
得
し
た
ノ
こ
ぅ
し
セ
開
拓
地
^

は
フ
大
農
場
と
小
農
場
と 

が
入
.り
ま
じ
.
.っ

て

存

在

し

：て

い

.

.た

.こ
と
が
、
：測
量
師
の
記
録
な
.ど
か
ら
も
^
り
 

得
る
。
'開
拓
地
の
住
民
間
：に
お
け
る
土
地
所
有
の
不
平
等
：は
、
怠
惰
と
勤
勉
の 

結
果
と
し
て
生
じ
た
の
で
ぬ
な
^f: 

土
地
購
入
資
力
の
差
に
よ
っ
て
.，
最
初
か 

ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

-

.

V
:

 

-

■

:

•

■

 

「

と
ご
ろ
で
、
こ
の
よ
ぅ
な
.条
件
の
卞
で
は
土
地
投
槔
の
お
こ
.な

わ

れ

.た

こ

と
 

ぶ
、
' 当
然
予
想
さ
'れ
る
。
事
実
、
開
拓
請
負
：者
た
'
る

オ

ー

ス

.
テ

イ
ン
自

身

、
，
：：元 

来

、

：

土

地

投

機

を

.目

的

と

し
±
_

拓

地

建̂

に
#

手

し
.た

の

セ

あ

り

、
当
時
の 

テ
キ
.サ
ス
.に
：お
け
る
開
拓
請
負
.事
業
は
す
べ
て
.投
機
目
的
で
始
め
ら
れ
た
0.

し

:

ア
メ
リ
カ
南
西
部
：に
お
け
る
西
漸
連
動

か
.し
、
X
キ
‘ゾ
コ
の
拓
殖
法
の
下
で
.は
、
請
負
者
は
政
府
の
代
理
人
：に
す
ぎ 

■ず
、K

メ
リ
力
^
お
け
る
土
地
投
機
業
者
の
よ
う
な
活
動
は
封
じ
ら
.れ
て
い 

'た
"
請
負
者
は
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
：開
拓
地
に
移
住
者
を
誘
致
し
、
政
府 

委
員
と
共
'に
'公
'
$代

嗓

で

；土

地

払
^

^
を

ず

る

。.代
金
は
_

庫
に
納
入
さ
れ 

る
ゾ
一
〇
0
家
族
が
移
住
^ 1
_

ん
毎
に
-*
'
請
負
者
林
報
_
と
-し
て
、：
五
シ
イ 

.テ
イ
ォ
双
び
五
ラ
、ボ
I
ル
の
土
地
を
与
え
ら
れ
る
が
、‘
.最
大
限
：<
〇
〇
家
族
分 

ま
で
で
あ
り
、
ヽ
ま
た
六
ヵ
¥:
-以
内
に
一
へ0

&
家
族
以
上
定
着
し
な
け
れ
ば
、
請 

負
契
約
は
破
棄
さ
れ
る
ご
と
に
な
0
.
.
て
い
た
。
•し
た
が
ら
て
請
負
者
と
.L
て
土 

地
投
機
を
す
る
と
と
：は
.困

難

で

，
あ

り

、

，

才
丨
.ス
テ
イ
ン
の
'開
拓
事
業
も
投
機
と 

し
て
は
失
敗
.だ
っ
た
。
：他
'の
請
負者

：.

の
多
く
は
不
正
手
段
に
訴
え
、
，、無
知
な
地 

券
勝
入
者
や
善
意
：の
移
住
者
に
損
害
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
'

,

ォ
ー
ス
テ
.イ
ン
は
種
^
の
*
情

か

ら

：投

機

を

あ

き

ら

め

、
' 開

拓

.の

発

展

に

努
 

力
し
た
。
そ
し
て
開
拓
地
内
'に
お
け
る
土
地
投
機
の
発
坐
を
敗
止
す
る
，た
め 

に
、:
川
沿
い
.の
交
通
便
利
な
土
地
が
少
数
者
に
よ
っ
て
独
*
さ
れ
ぬ
よ

う

配
慮
M
 

し
、
不
在
土
地
：所
有
者
の
存
在
を
滸
可
し
か
か
？
た
。
も
っ
と
も
彼
は
移
住
者 

に

よ

る

大

土

地

の

取

得

、

移

住

者

間

、
の

土

地

売

買

は

.認

め

て

い

た

0

こ
れ
を
禁

. 

: 

C
4

)

.止
す
る
こ
.
.と
.
.に
よ
.
.
-
.
.

つ
T
、
.ぺ
移
住
が
抑
制
さ
れ
る
.0
.を
.恐

：れ

た

か

ら
.で

あ

る

。

な 

|

お

、
，
通

常.の
.
移

住

者

が

取
#
し
た
四
、
H

r一
 
八
，

h

丨
ヵ
ー
と
い
う
面
積
は
、
一一：
 

見
非
常
に
広
大
な
よ
う
で
あ
る
が
、：板
蒼
業
者
に
と
っ
て
は
適
当
な
而
積
で
あ 

.っ
て
、.

こ
れ
を
取
得
小
た
者
：が
：す
べ
て
潜
在
的
土
地
投
機
業
者
で
：あ
る
と
は
.い 

え
な
-い

,0
そ
し
て
、：
オ
I

X
テ
イ
ン
開
拓
地
の
範
囲
が
広
大
：で
あ
り
、：
前
述
©.

.

如
き
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
ど
ゆ
よ
っ
て
，:

開
拓
地
内
で
の
土
地
投
機
.は
あ
ま
り 

.*
>

こ
な
わ
れ
-̂

ヵ
っ
た
.

も

の

と

思

：わ

れ

る

.
,

七

七

0
1七

五)

'

.



■
''
.、
さ
：：て

、
：：
：南

洒

部

亿

お

^>
て
：最

初

疾

フ
^-
:

^
■̂
孓
の
.土

紙

を

：取

嚷

す

る

の

^

ぐ 

小
農
民
で
あ
り
、
プ
.
•ラ

シ

タ

ー

が

く

る
.の
は
開
拓
が
あ
る
.程
度
進
展
し
て
か
‘ら

. 

^
あ
る
、
：.：：と
^
わ
れ
_る
©:
は
、
ソ
次
.；の
：馨

理

由

ま

よ

：る

。
：
：

^

ラ
ン
タ
：
.
ltt
rf
J
P
J 

向
生
座
を
し
て
い
る
か
ら
、
市
場
か
ら
あ
ま
り
，離
れ
た
場
所
に
移
動
出
来
.な
い 

ガ
自
給
的
農
業

^
従
亊
す
る
小
農
民
は
、
.
.商
業
化
し
'た
.
.地
域
：に
it
:
.る

：
必

.要

が
 

少
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
農
民
は
買
手
さ
え
あ
れ
ば
、
農
場
を
売
却
し
て
地
価 

.の
低
い
.フ
ロ
ン
テ
T

7
へ
移
住
し
,
.差
額
分
の
利
益
.を

得

る

。

プ

ラ

ン

'
タ

ー

は

，

-
.
.
講

問

屋

に

.負
僚
を
抽
っ
そ
妇
^

^
毎

年

収

键

が

あ

ゥ

へ

ん

現

金

収

人

) 

が
あ
る
こ
と
が
必
要
^
あ
づ
た
か
ら
、
土
趣
の
地
味
減
退
か
ら
西
渐
を
希
望
し
、
 

つ

ら

：
も

：
、
-
，
フ
：
&

タ
テ
：ィ
プ
：へ
移
住
^

が
^
み
，$

1
^

を
す
ぐ
ル
栽
培
し
X
、
.:
'

移
.住

し

た

年

に

も

汶

穫

：を

得

、
一

'
.
さ

ら

；に
'
.， 

市

場
.
.へ

の

交

通

の

便

：が

利

用

.で

き

る

よ

：う

な

段

階

に

達

，し

た

土

地

べ

の
.

み
.移
住
.. 

で
.き
る
。
そ
の
際
、
先
着
の
小
農
民
は
プ
-フ
^

タ

ー

に

農

場

を

売

却

し

で

.，
：
，.再
. 

び

新

し

い

：
.フ
.
.ロ
シ
：
テ.：ィ

ア

：
べ

向

う

：の

.で
：
あ

り

、

追

い

払

わ

れ

：る

と

、
：
い

.う

：よ

り

 

は

：

利

益

を

得

：て

自

ら

進

ん

.で
：移
住
じ
て
ゆ
く
わ
.け
で
%

;■

オ
ー
ス
7-
ィ

ン
 

開
拓
地
に
お
い
文
、
.
'
.
こ
の
よ
う
な
事
態
は
見
ら
れ
た
.で
あ
ろ
う
か
。
.

グ

P
ス
が
移
供
し
て
七
シ
ィ
テ
ィ
：オ
を
琅
得
し
た
.の
'は
一

'八

-:
三
年
の
こ

と

.
' 

で
あ
.り
'
当
然
そ
れ
は
未
墾
地
で
あ
.っ
'た
.
。;-
-開
拓
が
一
応
進
ん
だ
.一
：

八

：
三

：

: 

年
、.

ジ
ョ
1
ジ

：ァ

か

ら

：五

〇

人

の

奴

隸

.を
つ
れ
て
移
住
し
た
，
マ
ー

，フ

イ

1
T
O
. 

M
u
r
p
h
y

に
し
て
も
、
十
分
.な
.開
墾
労
働
力
を
.持
っ
て
'い
る
が
.ら

と

し

て

、

一
一 

ヵ
所
'
に

未

懇

地

の

取

得

を

希

望

し

^ 2
:移
住
を
望
み
、
オ
ー
.ス
テ
ィ
ン
に
対
し
.

て
問
合
せ
の
書
简
を
お
く
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
達
も
、
市
場
べ
の

交

通

の

便

、土 ■ 

壊

の

性

質

な

ど

を

，気

に

し

て

：は

い

る

が

、
：
ぃ

.ず
れ
も
未
墾
地
を
安
偭
：に
取
得
す

.

る
.

こ
.

と̂

希

望

：し
 

小
：農

民Q
 

て
い
な
か
ら 

た

.
。
.
：

，

 

.

i
:

八
.

1

一
五
年
.

一
一
月
、
ア
ラ
、パ

マ

の

言
.

ン
タ

の

.代

.®

.人
が
オ
I

ス
テ
ィ
ン 

:
.
:に
お
;'
<

°

た

.#

簡
に
.

は̂
:
 

. 土
地
取
得
条
件
の
問
^
^

等
自
身
で
そ
の
土
地
に
移
住
し
な
け
れ
ば
.な

ら

な

い

か

，
。
；
：

そ
：れ

と

も最
初
.の

う. 

ち
：.は
、'：他
の
勤
勉
.な
.

人

*々

移
.住
：さ
せ
.て
お
い

て

％

よ
い
'

か

。
こ
う
し
た
事
を 

尋
れ
石
の
.
は

、
；
当

地

：
の

.
上

層

の

入

々

汽

さ
.

れ
.
.
>
:家

屋
.

な

ど.
.も
.

建

，
.

っ.
で

住

み..や

す

く̂
.

っ〉

て
、
か

ら

移

隹

し

.

て
.

も
良
い
■

の
な
.
. 

ら
、
大
い
.

：に

乗

気

に

な
.

る
だ̂

う

：か̂

で
：4̂

。

」

.

と
書
か
れ
て
い
る
。

.

'

,

開
拓
地
内
の
土
埤
は
、(

：.購

入

後

：六
：
*
年

以

内

に

居

住

し

耕

作

す

れ

ば

よ

い

と
 

さ

九

て

：：い-̂:
:
;不
在
所
有
は
禁
じ
ら
.

れ
て
:1
>

:

た
.

が
、
、代
理
の
者
で
も
実
際
に
移 

住
定
着
し
/

て
開
墾
す
.

る
.

な

ら

，ば

、
：
購

入

者

が

最

初

：か

ら

移

.住

し

な

く

と

も

構

わ
 

な

：か
0
-

^

''

ズ

ラ
'

ン
；
タ

ー

)

の

移

住

に

は

こ

，
の

方

法

が

と

.

ら

れ

：た。

..

フ

：
ラ

：
ン

：
.
タ

ー

.：
の
.

経
済
が
常
に
火
の
車
^

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
豊
作
で
綿

花 

価
格
も
そ
う
低
く
な
い
.時
に
，は
、，
か
な
り
の
㈣
^
を
得
て
、
.
.
余

剰

資

金

を

手

許
 

に
お
く
：こ
'と
が
'出
来
た
。''
'
.
プ
ラ
'/

タ
ー
ぱ
そ
の
資
金
で
、

フ
ロ「

ン

テ

ィア
に
安 

い
土
地
を
購
入
し
、
•

隸

の

-*
部
を
奴
隸
監
督
と
共
：に
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ァ
へ
移
住 

さ
'せ
.
.
' 開

一

墾

に

従

事

さ

せ

る

。

'東
部
の
プ
'ラ
シ
テ
；丨
シ
.
.
.
ヨ
.
.
ン

；；

経

営

は

、

い

.
く
 

分

戚

模

を

縮

：
少

さ

ぜ

は

す

■

る
が
、
そ
の
：ま
ま
継
線
す
る
。；:
あ
る
時
切
に
な
つ 

て
:'
ク
ロ
ン
テ
，ィ
ァ
の
開
墾
が
十
分
に
進
み
、
棉
花
を
栽
椅
し
、.
市
場
'へ
出
せ 

る
よ
う
に
な
：っ
て
：か
ら
、
東
部
の
。フ
；ラ
ン
テ1

V
V
.

ヨ
.ソ
.を
ひ
き
は
ら
っ
て
、
新 

し
い
プ
ラ
'/
テ
：丨
シ
•
ヨ

ンへ
移
住
す
る
。
/
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
毎
年
収
穫
が
あ 

り

、
現

金

収

入

も

途

切

れ

ず

；に
：
す

む

。
，
こ

の

場

合

、

フ

ロ

ン

テ

イア

に

お

いて

は
開
拓
が
始
ま
マ
た
ば
か
り
の
時
か
ら
、.
プ
ラ

ン
；テ
ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る 

、

§
 

.

わ

け

で

あ

る

：。

.

'
オ

丨

ス

：テ

ィ

：
ン

開

拓

地

に

見

ら

れ

た

の

：は

.
、
，
ま

さ

に

こ

の

ょ

ぅ

な

事

態

で

あ
 

通
説
と
は
異
な
る
展
開
で
あ
つ
た
。
±

±
地
を
安
倾
に
、
し
か
も
申
_
払
. 

い
で
取
得
で
き
た
こ
■と
はf

バ
プ
.ラ
.ン
.テ
！
シ
ヨ
.ン
.の
建
設
を
容
易
第
し
た
：の
で
：

. 
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ア
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部
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漸
運
動
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つ 
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五
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^

開
拓
地
の
住
民
は
、
.：と
う
も
ろ
こ
.し
、
摘
花
、
豆
類
、
野
菜
類
、
:砂

糖

き

：び

、 

小
麦
、
，
か
ら
す
麦
な
艺
ぶ
栽
培
し
.、
牧
畜
を
お
こ
：な

0
て
い
た
。
奴
隸
を
所
有 

し
な
.い
'農
民
は
i

に
.ど
'う
.
も

；
ろ

と

し

，
を

：
作

0.

て
い
た
。
ベ
あ
る
開
拓
民
.の
思
い
出 

に
i
:札
ば
，？
彼
め
：家
で
.は
一
〇
土
1
ガ
ー
ほ
ど
の
'土
地
.を
耕
作
し
て
い
た
が
*

.そ
の
ほ
と
ん
名
に
;'
:

う̂

も

ろ

と

し

が

植

克

：ら

れ

、
：
：

.棉

は

：1

0
ト
. ー
；
ニ

畦

、

植
 

:付

け

ら

れ̂

い

た
.に

す

ぎ

な

：
が
つ
：：

1た
。
綿
花
栽
培
は(

プ
：ラ
ン
タ
I
が
お
と
な
ら 

■.た
が
> 
彼

等

も

綿

花

単

作

：で
：
ゅ

な

か

0
た
：
。
；
奴

隸

七

人

を

所

有

し

，

九

三

，
エ
：
丨 

ヵ
.丨
：
の
'±
地

：
を̂

^
小
プ
ラ
ン
タ
ー
の
'.
»
',
あ
る
竽
の
収
穫
は
>
:
棉
花
八
〇
梱

b
a
l
s
v
^
M
.
5

:%
5
.
.e:b
--
-
" 

o

o

o

.

フ
，ッ
シ
.
'
.
ェ.、
ル
.
'
•
.
さ
つ
'ま
い
も
'五
.

0
0ブ
ッ
シ 

. 

.

(

3)

ェ
ル
.、
/そ
の
他
少
々
.で
あ
：つ
尨
。
ア 

•

.と
^
ろ
で
.、
開
拓
地
©
人

々

：
は

，

エ
.業
製
病
や
、
：.当
地
で
生
.產
さ
れ
な
い
食 

料
品
な
ど
は
、:

n

ュ
ー

♦
オ

ル

リV
ズ
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

，
な
か

つ 

た

。
：輪

：入

：さ

れ

：
た
：
品

目

は

、
' 鍬

::
'
:鋤

、#

、‘
斧
"
ブ
リ
キ
製
品
'
' 弾
薬
な
ど
を 

は
.じ
：め
.と

し

、

，
イ

ン

，デ

.
ィ

ア

ン

へ

の

，赠

り

物

に

し

た

と

忠

わ

れ

る

ビ

；
丨

/、ス
玉
、
 

飾

：り

ギ

タ

：

ン
.等
に
至
，る
ま
で
、
弗
常
に
多
嵇
類
に
わ
た
つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
.

.
凡
；て
.必
：需
品
.で
あ
.り
：、.

フ
：.口
，
：
ン

簧

ィ

ヶ

；

.
の

開

拓

地

，
と

，
：
い
：
克

ど

、
も

、
/

自

^
1
1
1足

は
 

不

可

能

で

あ_
oだ

.,
0
そ

し

て

、

こ
，れ

ら

に

対

し

.
て

開

招

地

か

ら

輸

出

で

き

る

も
 

の
は
綿
花
ノ
皮
苹
な
ど
で
あ
り
、.
特
に
綿
花
で
あ
l
fe
。
.■;
.
:
レ 

:

^

花
は
皁
か
儘
が
总
輸
出
名
れ
^

^
人

^
四

年

.-
:
.
'
,
'
.

テ
争
サ
ズ
：の
'綿
花
の
-; 

見
本
を
持
つ
て
、

ニ
ュ
ー
♦
ォ
ル
リ
ン
X,
へ
行
つ
た
ダ
ラ
ン
卜J, G

r
a
n
t

は
、
 

ご
厂
ユ
！

ォ
ル
リ
ン
ズ
.の
商
^
た
ち
は
、

そ
れ
が
：、

こ
の
市
場
へ
^
入
さ
れ

.
、
，
 

. 

七

九

(

ニ
七
七)



る
加
何
な
る
綿
花
ょ
り
も
優
れ
て
お
り
、
海
島
綿
.に
等
し
い
、

と
い
つ
た
。- 5) 

.と
書
い
^
灰
る
ザ
パ
广
八
^

ぃ

五

年

五

月

'

二

:-
!

•
オ
.ル
.y
'y
.
x
の

商
.人
.コ
.
.ッ
.ク
. 

ス

名G
o

ガ

ほ
、
' へ

現

在

棉

花

偭

格

は

高

い

.；か

ら.急
い
で
積
出
ナ
ょ
ぅ
に
、：
と
い 

?
て
：い
.る
"
:-
;
:当
時
ア
'メ
.

^

^
は̂
、
品
.種
改
良
0
た
.め
ir
e
'ス
キ
.、ゾ
'
コ
棉
の
.種
子 

輸
入
が
お
こ
な
わ
れ
.て
い
た
が
、

ニ
ユ
|

.
才
ル
リ
ン
ズ
の
シ
エ
ル
ダ
ツW

.

A.- S

蓄

o
i
l

'':

は
、
：
_1
?:
中
サK

か
：
ら

種

子

が

；、

.：：一
層
容
易
に
：入
丰
で
き
れ
ば
、
. 

ル
.イ
ジK

^
.

の

-'
^
花

は

：
改

良

さ

れ

る
.だ

ろ

：ぅ

。

」

.と

書

い

て-い

る

でr
::
'
ッ

、
，
：
：
.
： 

勿
論
，
輸
出
ざ
，れ

だ

'*
'
:
.
拟
多
く
は
：な
い
。

一
.八
一
1
八
年
に
は
.五
0

0
梱
で
あ 

つ
允
と
，い
5-
3

,1
.
<
1

一

翁

靠

に

入

0
弋
％
1
1ー
で
0

 ̂

, 

が
輸
出
さ
れ
た
.に
^
ぎ
欢
■

J

A

3
.0
年

、
：
ヮ
開
拓
：地

ね

は

四

：
々

所

：の

繰

椾

場

. 

が

も

る

だ

；
味

で
4

つ

た

。
：
：
:-
八
：
一

『

1
:-*

と

ぎ
’
オ

》

ス

テ<

ゾ

啟

原

料

不

足

の

心

配

：
ば

な

い

忘

い

0
た
が
、
紘
局
は
実〗 

現
し
な
か
づ
，た
ど
父
で
紀
る
.。'
.
が̂

ー

じ

な

が

ぢ

’

&

抵

撕

吖

轾

済

に

权

い

て

棉
 

'■花
の
-し
め
名
比
露
が
大
き
-か
つ
た
こ
と
は
確
が
^

‘
^;
^

:■
:
■
ン…

 

さ
て
、

ニ
-
丨

.
オ
ル
リ
x
x -
と
の
質
易
は
、
開
拓
地
の
人
々
に
と
つ
で
^
 

し
て
有
利
な
も「

の
で
は
か
か
，つ
た
。
輸
入
ざ
れ
た
谳
品
の
偭
格
は
、
開
拓
地
で 

は
非
常
に
高
く
な
つ
た
。■■
'
.
.
例
克
ば
ァ1

1

.'.

ユ
！ 

•才
：ル
リ
：

N

ズ

か

：
ら

輸

入

さ

れ

る
 

砂
糖
及

び

，コ
一
ヒ
ー
に
つ
い
て
、.
価
格
差
を
検
討
し
て
み(

5
5、。

...1;

八
.

1.1

七
年〜

.三0
.

年
に
、
，.ニ
.、
.丨

,才
ル
\リ
.ン
ズ
'
:で
は
、
：.砂
糖
一
.
.ポ
，.ン
ド
. 

当
り
の
.卸
値
ガ
.
.
.
....

五
.
.
.
.
.
•
'

-—
*
:ー+五
.ゼ
.ン
ト〜

九
.
.
.

■.
•■'五
.
o
セ
ン
，:-
h
'
.
で
あ
.
.つ
た
。
同

.じ
，
時

期

，
に

、

開

拓

地

^
の

小

売

値

は
 

一

一

o
セ

ン
十〜

一
一
五
，
セ

ン

ト

で

あ

つ

た

:0 

.
同
じ
年
代
に
、
.
コ
ー
ヒ
I
.一
 

ポ
ン
ド
当
り
、

ニ
ユ
I 

♦
オ
ル
リ
ン
ズ
で
の
卸 

値
は
； 

一
.o

セ
ン
ト
f

4
五

：ブ
-A
セ
，ン
ト
、
開

拓

地

で

の

小

胄

員

は

，

ブ

2

A
〇

(

ニ

七

八

)

セ
シ
ト〜

五
o

セ

ン

ト

で

あ

，
っ
，
た

。

.

'

:ャ
も
ち
名
ん
、
小
売
値
と
猶
値
と
.の

差

：ゆ

あ

^

し
'/
'

才
丨
ス
テ
イ
ン
開
拓
地
で 

は
掛
売
勘
定
.の
た
，め
：.に

”
層
高
ズ
な
ら
で
い
る
占
m:%
考
慮
し
な
ナ
れ
尤
な
ら
な 

い
。
.
し
か
し
，
そ
れ
.に
し
て
も
、
こ
の
価
格
差
は
著
し
い
。
開
拓
地
と
同
様
、
 

ニ
'ユ
！

.
オ
ル
リ
ン
ズ
‘か
.ら
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
し
て
い
た
シ
ン
シ
ナ
テ

.イ
に
お
.：い
:^
、
.同

,1
:

1
八 
一1

七

年

フ

一

ー

ー

〇

年

に

、
.
砂

糖

5

シ

ド

当

り

：
の
'卸

値
 

に

は

七•
七

五

、
セ

ン

：
ト

.
？
 

一
：

; 一：； 

•
五

^

セ

ン

先

：

;

コ

I

ヒ

ー

は

、
' 

同

じ
く
一

一

一

一

、 

0
七
'
ン
->〜

ー

八
•

五

セ

ン

ト

で

あ

ち

た

。

小

売

価

格

ば

；
こ

れ

よ

り

.も

い

く

分
 

高

く

な

る

が

、

-:
:
'
オ

ー

ネ

テ

イ

シ

開

拓

地

の

水

準

ま

で

上

昇

す

る

と

は

考

£

ら

れ

な
-い

-:
°
'
:';
:

.
..
:

.
厂
一
：
^

.
:
:
.
'
:
:

ノ
距
離
的
に
い
え
ば
、.
オ
ー
ス
テ
イ
ン
開
拓
地
.の

方

が

、

シ

ン

：
シ

ナ

'
テ

す

よ

り
 

•'
%

-
ユ
丨
.
.オ
ル
リ
ン
ズ
に
近
い
。
し
か
し
、

ミ
シ
シ
ツ
ピ
河
に
お
け
る
蒸
気 

船
航
行
.の
発
達
に
よ
っ
て
、

一
.八
ニ
〇
年
代
に
シ
ン
シ
ナ
テ
イ
と
一
一
ユ
ー
，
す 

ル
‘リ

：
ン
：
ズ

間

め

価

格

差

は

縮

小

し

続

.け
た
。
ノ1
A
1一
：
一
年.i

一
 
五
年
に
、
砂
糖 

へ1
:卜
ポ
ソ
:^
に
：つ
^
て」

の
.価

格

差

は

平

均

一

二

‘
九

セ

ン

ト

宏

：
つ

た

が

、

一
八
二 

六

年〜

，
！
ー.ー
〇
年
に
は
-平
均
一
:ー
‘
六
セ
ン
ト
に
»

小
し
，た
。
コ

ー
.ヒ

ー
，
j
ポ
ン
ド 

に
^
い
て
、
.
.同

じ

時

期

を

：と

ら

て

み

る

と

、
：
：
七

、

四

.セ
ゾ
ト
の
価
格
差
が
、
ニ 
• 

六
セ
ン
ト
に
な
'?
て
か
る
。

.

.

I

方
.、
'ニ
チー

.
オ
ル
リ
シ
.ズ
>
\
1オ

-1

ス

テ

イ

：ン

開

拓

地

：
の

.陳
'に

は

、

一 

応

、.へ
一
ー<
ー
，1
六

年

以

降

、
：
蒸

気

船

が

定

期

的

に

航

行

し

て

い

た

が

.-
:
'
交

通

の

未
 

発
達
で
あ
っ
た
.こ
ど
は
い
ぅ
ま
で
毛
众
ば
。：.そ

の

た

め

：に

、

.'
'
:
.
-
開

拓

地

住

.民

は

大
 

き
な
価
格
羞
を
負
担
ル
な
け
れ
ば
な
ら
な
.か

-
た
。
他
の
例
を
加
え
れ
ば
ニ
ユ 

I •

オ
ル
リ
ン
ズ
で
、
釘
が
ボ
ン
ド
当
り
六〜

七

セ

ン

ト(

卸
値)

.
で
あ
つ
た

と

き

，
、

開

拓

地

で

の

小

売

値

は

、
,
一

五

丨

ー

ー
五

：セ

シ

卜

：で
あ
っ
た
。
ま
た
ゥ

イ
 

ス

キ

ー

も

輸

入

さ

：れ

て

.い
た
が
、
:.
ニ

3.
.
.
丨

•
；才
ル
，リ
ン
.ズ
で
.、■
ガ
ロ
ン
当

り

^
 

値
ニ
五〜

三
〇
.セ
ン
ト
の
も
の
が
、
開
拓
地
で
は
一
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト〜

一

一
ド 

ル
で
売
ち
れ
た
。
. 

，.'
■'

逆
に
、
開
拓
地
か
ら
輸
出
さ
れ
る
綿
花
の
価
格
は
ど

ぅ

で

あ

っ

た
^

一
入 

ニ 

o
年
代
半
は
力
ら1

八
三
ニ〜

.
‘三
三
年
.に
至
る
.ま
で
、
.
.
.
ニ
.
'ュ.
丨

.

オ
.，
ルリ
ン
.
. 

ズ
に
柘
け

る
棉

花

価

格

は

低

く

、
年
平
均
，':
ポ

X

ド
当
り

1

0
セ
ン
ト
以
下 

の
相
場
が
続
い
た
。
先

に

触

れ

た

—
ュ
ー
、
オ
ル
リ
ジ
.ズ
の

コ
ッ
ク
：ス
；は
、
 

「

当
地
の
棉
花
市
場
は
香
ば
し
'く
な
く
、
'
あ
な
た
に
輸
出
を
お
.

す
す
め
す
る
こ 

と
が
出
来
な
い
。…

•：
ョ
ー
.

ロ
.ッ
バ
で
の
価
格
は
相
変
^.
ず
低
く
、
在
庫
は
多 

い
。…

…

棉
花
を
栽
培
す
.る
プ
ラ
ン
タ

ー
の
将
来
の
見
通
し
は
U

;

)

。」

•

と

、，
ぅ
. 

書
简
を
、
一
八一

..

一
八
年
十
月
、
オ
I

ス
テ
ィ
ン
に
お
く
つ
て
い
る
。
' 

.

輸
入
商
品
，は
高
価
で
あ
り
、
輸
出
す
る
'棉
花
は
安
く
売
却
す
る
ほ
か
な
か
.っ 

だ
か
ら
、.
開
拓
地
の
人
.々

は
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
た
。
：正
確
な
数
字
.は
不
明 

で
あ
る
が
，
.
ー
八
三
四
年
頃
、''

テ
、
キ

サ

ス

の

年

間

輸

出

総

額

は

約

五

0

0
，
〇
. 

■ 0
9

ル
、
輸
入
総
韻
は
約
六
三
0

、
. 

0
0'
0.
.ド
ル
ち
あ
.づ
た
と
い
^

を
間 

.

.
1
三

〇

〇
Q
〇
ド
ル
の
泳
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
開
拓
地
だ
け 

の
数
字
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
テ
中
サ
ス
の
お
か
れ
て
い
た
木
利な

：.

状

：態 

を
、
は
つ」

き
り
示
し
て
い
る
。
こ
；れ
に
よ
る
悪
影
響
を
最
も
大
ぎ
く
受
け
た
の 

が
、
'
' プ
ラ
•ン
タ
'
K達
で
あ
つ
た
こ
と
ば
い
う
ま
で
も
.な
い
.。
I

彼
等
の
自
が
よ
り
 

. #
利
な
市
場
^
向
け
ら
れ
る
よ
：

a
K

に
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
广
：
'■
'
;
,
: 

ハ
へ
：そ

と

セ

考

免

ら

：れ

た

の

が

、

メ
；
キ
：
シ

.：コ

諸

勝

と

：
の
：交

易

，

：さ

ら

に

メ

^

シ

コ
 

_
滞

を

通

じ

て

の3

I ロ
ッ」

パ
.布

場
>:
の

速

絡

：で

ぁ

：
？
た
；，
ン
ー
：
：
八

^

^

^
オ

'■

:

7
ノ

ッ

为

喃

洒

部

に

.
ぉ

け

石

西

漸

運

動

I
ス
テ

イ
ン
，.は
開
拓
地
め
.住
民
を
代
表
し
て
、
次
の
よ
う
な
請
願
書
を
メ
キ
シ 

コ
.政
府
べ
お
く
つ
た
。
'

'

:「

：
•
•：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
農
業
が
大
い
に
発
展
し
て
い
.
.る
が
、
こ
れ
は 

農
産
物
輸3
3

が

盛

ん

，
に

お

こ

な

わ

れ

て

い

る

た

め

で

あ

る

。

…
…

そ

の

う

ち
 

'

棉
花
が
か
'な
.ヴ
の
割
合
を
し
.め
.吃
い
る
.。
こ
れ
は
合
衆
国
の
緯
度
三
六
度
以 

南
の
諸
州
で
生
産
さ
れ
て
い
：石
が
：、

(

そ
れ
ら
諸
州
の
面
霞
棉
花
生
産
に
む 

く
当
、メ
キ
シ
コ
領
の
±
地
の
1
1; 0
分

の

£

%'
-
達
し
な
い
。…

…

メ
キ
シ
コ 

の
土
地
は
ニ
.般
的
に
い
っ
て
、.
合
^
国
よ
り
も
綿
作
に
適
し
て
い
る
。
特
に 

グ

ラ

ン

デG
r
a
n
d
e

河
流
域
、

コ
ア
ゥ
イ
ラ
.
テ

キ

サ

スC
o
a
h
u
l
k
-
T
e
i

 

'
州
地
方
は
そ
う
で
あ
る
。
•：
.：
イ
ギ
リ
ス
は
現
在
、
合
衆
国
か
ら
棉
花
を
輸 

入
し
て
い
る
が
、
今
度
の
保
護
関
税(

嫌
悪
関
税)

.
に

よ

っ

て

、

イ
-
ギ

リ

ス 

工
業
は
大
き
な
痛
手
を
う
け
、
'そ
の
報
復
に
他
国
か
ら
の
.棉
花
輸
入
を
考
え 

て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
棉
が
そ
こ
に
入
り
こ
め
る
チ
ヤ
ン.

ス

が

あ̂;
。

そ

う

な
 

れ
ば
、
綿
花
の
お
か
げ
で
こ
れ
ま
で
ム
ロ
双
国
に
M
れ
込
ん
で
い
た
莫
大
な
富 

が
メ
キ
シ
コ
へ
入
っ
て
く
る
。
•
•

…

-現
在
、
オ
ー
ス：

テ
イ
ン
開
拓
地
の
住
民 

は
棉
作
.に
従
事
し
て
.お
り
、

ョ
I

 

ロ
ッ
パ
市
場
へ
輪
出
ナ
る
方
法
を
知
っ
て 

い
る
。…

…

今
、
リ
ヴ
ァ
プ
！
ル
.へ
戾
質
の
メ
キ
シ
コ
棉
花
を
積
ん
だ
船
が 

1.

艘
入
港
す
れ
ば
、
大
名
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
：出
来
る
。
今
こ
そ
イ
ギ 

リ
ス
め
.注
意
を
メ
.キ
シ
ヾ
コ
へ
引
付
け
る
絶
好
.の
機
会
で
^
る

。
：
そ

の

時

期

を
 

失
.わ

ぬ
1

め

，-
.
.
.
,
.

こ
.の

開

拓

地.か

ら
3
ベ
.
.
.
ラ

•
»
.
x
.
'
.
'
.
v
e
r
a

o
u
r
z
'

ま

た

は
 

タ

ン

ピ

コ

を

通

じて
、
棉

花

を

：輸

出

す
^
こ
'と
.
を

許

可

し

て

.
い

T

ラ

‘ク
ル
ス
、
タ
ン
ピ
〒
そ
の
.他
，の
.メ

キ

シrr

諸
港
に
お
け
る
棉
花
価
格 

\

、： 

八 

一

(

ニ
七
九)

.



ぼ
:'

.し
ば
■し
ば
..

(

一
エ
.
1
 

-

•

ナ

ル
.!
;

ゾ
X

に
贫
げ
^.
よ
.り
%.
高
か
.つ
たa

 

'■'

ま
た
、
 

綿
取
以
外
心
農
產
物
も
有
利
に
売
却
で
き
た
:'
.
-開
拓
地
か
ら
豆
i
:丨
，•

オ
ル
リ 

シ
ズ
経
由
で
棉
花
耥
出
を
す
る
場
合
に
ぱ
関
税
を
吏
払
ぅ
必
要
が
あ
っ
た
が
、

■

人
キ
.シ
コ
諸
港
経
曲
の
場
合
：，に
は
'.
'
そ
の
必
耍
は
な
か
ら
た
。

ョ
ー
口
ッ
パ
エ 

.
業
製
品
.を
輸
入
す
る
場
合
に
%
同
様
、
'
一
一
ュ
ー
.
オ

ル

リ
ン
ズ
経
由
で
は
、':
ァ 

.

メ 

力
の
高
库
保
護
関
税
を
負
担
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
：°
た
が
、
-'
'メ
キ
シ
コ
、
 

諸
港
経
由
•の
場
合
は
そ
れ
を
免
れ
得
だ
。
,し
た
が
っ
て
、
輸

出

入

.1
>
ず
れ
の
場 

合
を
と

っ

.て
も
、
■
メ
：ギ
'ゾ
コ
諸
港
経
*-
の
方
が
有
利
で
あ
り
、
'.
こ

の

：ょ

ぅ

な

請
 

願
書
は
何
回
も
お
く
ら
れ
；て
い
る
。
し
か
し
、
.当

時

：の

メ

冲

シ

：コ

政

府

は

、
：
大
 

幅
な
質
易
制
限
を
お
と
な

っ

て
お
.り
、
開
拓
地
と
メ
キ
シ
コ
諸
港
と
め
沿
岸
交 

易
す
ら
、.
.：.な
が
な
.か

許

可

さ

れ

な

■

'か

う
ぃ

た

。.
'も

.っ

.
と
も
開
拓
地
.
と

 ̂
r 

.才
 

ル
リV

ス
.
と

め
交
易
は
、：：移
住
者
を
の
せ
た
船
に
ょ
っ

.て
お
こ
な
わ
れ
，
最
初
.

C17)

.
か
ら
認
め
ら
れ
•て
い
た
：°

パ

：
，

‘

■ 

'さ
て
、
.
.
.
結
局
は
メ
キ
シ
コ
諳
港
を
通
じ
て
の
3
1

口
.ッ
パ
.市
場
と
の
；連
絡
は 

成
功
.
し

；
な

，
か

っ

た

が

、
_

そ
れ
は
と
，も
か
く
、
開
.拓

埤

の

住

民

を

代

表

^

て

お

く
 

ら

れ

た

請

願

が

,常
に
プ
ラ
ン
タ
I
の
要
望
を
述
べ
.て
い
た
こ
と
へ
が
注
目
さ
れ 

る
。.
.
.
さ
.
.ら
に
、パ，こ
，

W
V

し
，た
#'
望
が
容
れ
ら
れ
な
か
；っ
た
こ
.と
べ
め
不
満
が
、'.
.テ 

■キ
，
サ

ス

■
の

コ

ァ

ゥ

ィ
ラ
.
•テ
キ
サ
ス
州
が
ら

の
分
離
運
動
、
さ
ら
に
は
テ
キ
サ 

ス
の
独
立
の
経
済
的
背
景
：を
な
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
：る
な
ら
ば
、
^
柘
地
.に 

お
い
て
プ
ラ
ン
タ
丨
達
の
影
響
力
の
大
き
か
づ
た
こ
と
が
t
解
さ
れ
る
で
あ
ろ 

う
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人
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.

.

.

.

' 

.

.
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• 

.
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:
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.
 

.
 

'.-:- 

-
 

. 
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.

.

.

.
:
:
.
.
/ 

.
開
拓
初
期
の
テ
キ
ー
サス
.は
、
..
':;通
常
、
小
農
民
の
ツ：.

ロ
ン
テ
ィ
ア

社

会

と

，
い
っ 

れ

て

い

る.が

、

オー
ス
テ
ィ
ン
'開
拓
地
に

お

い

ては
、
す
で
に

プ
ラ
ン
テ
ー
シ 

ョ

ン

を

中

心

と

す

る

南

蓮

社

会

が

形

成

.

さ
れ
て
い
た
、
と
い
い
得
る
よ
ぅ
に 

思
わ
れ
る
。
.；開
拓
地
に
お

い

て

早

く

か

ら

、
.
ブ

ラ

ン

タ

丨

が

支
配
的
勢

力

.と

な 

0
て
い
た

こ

と

を明
ら
か
に

す
る
た
め
、
最

後

に奴
隸
制
の
問

題

をと
ヷ
あ
げ

て
.み
よ
ヶ
。

，
' ハ

.

.

.

ノ 

メ
キ
シ
コ
に
お
：い

て

は「

神
と
自
由」

を
標
語
と
し
た
独
立
の
精
神
に
よ
っ 

て
、
奴
隸
制
廃
止
を
求
め「

る
主
張
が
、
し
ば
し
ば
唱
え
ら
れ
た
。

‘ メ
キ
：シ
コ
.に
t
.

僙
務
奴
隸
は
多
か
っ
た

が
;̂

廃
止
の
姆
象
と
な
る
よ
ぅ
な
本
来
の
奴
款
尤
ご
く

.、
 

.

.

’

. 

' 

(

.
1 

y 

. 

•

少
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
：り
抵
抗
は
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
テ
へ
ィ
ン
開
拓
地
の
奴 

隸

;T
有

者

力

.

.こ
ぅ
し
>
.た
情
勢
を
；心
配
し
.た
0
は
当
然
で
あ
.
.っ
た
。
.

.

.

•

:1

八
一
一
四
年
、
州
議
会
が
開
か
：れ
る
に
あ
た
り
、：
開
拓
地
住
民
の
要
望
が
、
 

住
民
全
体
の
集
会
に
.よ

っ

て

決

定

さ

れ

た

。
-"
は

煙

草

桃

作

許

可

を

求

め

る

も 

の

で

：
あ.り

、

他

は

奴

隸

制

存

続

の

要

望

で

あ

っ

^

。

奴

隸

制

に

つ

い

て

の

要

望
 

書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。：

.
.r 

\

こ* 

- 

» 

• 

- 

' 

. 

■

.

「

オ

ー

ス

テ.ィ
ン'
開

拓

地

へ

；
の

啟

住

者

の

多

く

ぽ

黒

人

奴

隸

を

つ

れ

て

き

て

:

お
^
、；
最
近
、
奴
隸
制
廃
止
の
噂
に
大
変
驚
い
て
い
る
。
移
住
者
が
夕
れ
て

き
た
奴
隸
は
，
売
買
投
機
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
.奴
隸
は
移
住
者
I

で
子
供
の
と
き
か
ら
育
で
ら
.れ
、
土
地
開
墾
、農
場
建
設
'の
，た
め
に
.つ
れ
‘て
.こ 

«
ア
メ
リ
カ
南
西
部
に
お
け
る
西
漸
運
動
'

•

ら
れ
た
.。
開
拓
に
は
.太
き
な
労
働
力
が
必
要
で
あ
り
.
r
彼

等

の

助

，力

な

し

.に 

'
は
そ
れ
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
移
住
の
際
に
は
、'
法
律
に
ょ
っ
て
奴
隸
を 

.

つ
，
れ

て

来

る

こ

と

が

：許

さ

れ

て

い

た

-の
.で
ノ
，
全

ぐ

安

心

し

て

奴

隸

を

つ

れ

て
 

き

た

。
.大
き
な
費
用
を
か
け
.て
：移
住
定
着
し
た
あ
げ
く
.の
果
に
、：：奴
隸
を
解 

■放
さ
れ
て
t

ま
-っ

た

ら

移

：住

象

は

全

く

破

滅

し

て

t

ま

う

。
：
.：…

.へ

.
当

開

拓

地
 

の
住
民
に
づ
い
て
は
、ー，そ
©
奴
激
及
め
奴
隸
の
子
供
が
' 
生
涯
奴
隸
ど
し
て 

.

と
ど
ま
る
よ
う
に
し
で
い
た
だ
き
た
!

1̂-
!

.

.

,

こ
.れ
が
7
ラ
' ン
.タ
I
の
.
.立
場
に
.
^
_っ
て
書
か
，れ
て
.
.い
る
こ
.
_と
'は
.い
.う
ま
.
で
も 

.な
い
。
事
実
、：：
要
望
書
作
製
.
の

；
た

め

選

ば

れ

た

四

人

の

，
委

員

の

中

^

は
、
例

の 

グ
■ロ 
.ス
が
入
っ
一
て
い
た
。
こ
.う

し
た

こ

と

は

、
：

〕

八

一

一

四

年

当

時
、
' す
で
に
プ 

ラ
ン
.タ
-
~勢
カ
が
優
勢
.：で
あ
つ
.：
だ
£
と
：
を

宗'し
；て
い
.る
。

ム

：
'
.
:

そ
の
：後
、

メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
奴
隸
制
廃
止
の
噂
の
あ
る
度
に
、：
抗
議
書
が
，
 

，
開

拓

地

か

ら

お

く

ら

れ

た

？

：

1
A ,
ニ
七
年
に
は
、
奴
隸
を
つ
れ
て
楱
住
す
る
こ 

と
が
禁
じ
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
奴
隸
を
長
期
年
期
雇
人
ヒ
^
て
今
れ
て
く
み
方 

法
に
a
り
' '

く
ぐ
り
ぬ
け
ら
れ
た
。
：
：

-八一
.
1九
年
に
は
、
大
統
領
に
ょ
る
奴
隸 

解
放
令
が
発
布
さ
れ
た
が
べ
オ
ー
ス
テ
ィ
シ
等
の
努
力
に
ょ
り
、
テ
キ
サ
ス
は 

こ

の

解

放

令

か
ら
除
外

さ
れ

擎
.：

':
:

。

じ
.
：
f

ォ
ー
ス
テ
ィ
ン
：は
、
' 個
人
的
に
は
.奴
隸
制
に
反
対
じ
：で
い
た
が
、
開
拓
請
負 

者
と
1>
て

は

、
，
そ

れ

を

支

持

せ

：
ね

ば

な

ら

.な
か
っ
た
。
.彼
は
最
初
ば
、
;:
'
開

拓

促■ 

進
の
た
め
.の
必
要
悪
と
し
て
奴
隸
制
を
.
認

め

た

が

：
、
.
開

拓

が
 

は

、
：
'
.
そ

れ

が

禁

止

さ

れ

，
る

'

こ
'と
を
望
ん
で
い
た
遺
1
か
し
フ
彼
の
希
望
す
る
白
，
 

人
だ
け
の
楽
園
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
^
«

.;
ー
<

1

|

1年
に
？
彼
は
次
の
ょ 

う
に
い
ら
-七
い
る
0
'
:
:
ッ

.

r

.

■

S

:

'

(

一.
5

0〉



ハ
:-
-
;

「

私
は
テ
：.ギ
t
ス
咚
お
け
る
奴
隸
制
^

つ
扒
^
は
：
原

則

的

に

反

：対

し

；
て

；
き
 

た
。：.抽
象
的
な
原
則
.と
し
て
は
私
の
考
え
は
変
ら
な
い
が

、
今

や

私
は
こ
の 

問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
改
め
た
。
.
テ
キ
サ
ス
は
奴
隸
州
に
な
ら
ね
ば
な 

ら
な
い
。
•周
即
の
_
情
と
避
け
難
い
必
驳
と
が
そ
れ
を
強
耍
す
る
。
そ
れ
が
' 

人
々
.の
諶
む
と
こ
ろ
1で
あ
り
、
私
は
彼
等
の
希
望
に
そ
う
ょ
う
に
努
め
ね
ば

C
7

)

な
ら
な
い
。…

…
」

. 

：

.

か
く
し
で
？
奴
.隸
制
に
対
す
る
開
拓
地
の
住
民
や
オ
I

,

ろ

テ

ィ

ン

：
の

#

度
ン 

は
、
プ
1フ
ン
タ
ー
勢
力
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。；
オ
ー
ス
チ 

^;
ン
開
拓
地
は
、
：最
初
_に
引
用
し
た
婦
人
旅
_

が
描
.い
て
い
る
0;
,
:う
な
，
.
0 

^
平
等
な
小
徵
民
の
社
会
で
は
.な
か
0
,た
の
.で
あ
各
0 

,'
:

'

ァ
：メ
リ
ヵ
に
お
い
て
'
開
拓
時
代
0:
1ァ
キ
.サ
ス
が
、
小
農
民
の
ブ
ロ
.メ
テ
ィ
.' 

K

社
会
で
あ)

っ
た
と
き
.れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
研
究
史
的
な
理
由
も
,#
.在
す 

る
。
テ
キ
サ
ス
へ
の
移
住
は
、,.
ミ

ズ

ー
y

協
定
の
翌
年
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ 

が
十
五
年
後
に
は
独
立
し
て
共
和
国
と
な
り
、
更
に
奴
_
趴
と
し
て
合
衆
囯
へ 

加
.入
す
る
に
_至
づ
た
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
：|
連
の
养
態
が
、
"奴

隸

制

勢

カ

'を 

拡

大

し

ょ

う

と

す

る

プ

，
ラ

ゾ
タ
ー
達
の
.陰
謀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
も

、
：
.無

. 

理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
ぁ
ろ
う
。
，こ
.

う
し
た
陰
謀
説
は
一
九
世
紀
に
は
通
説
.と
さ 

れ
て
い
た
ノ
今
世
紀
に
入
っ
て
が
ら
の
研
洗
は
、
陰
謀
説
が
誤
り
•で
.あ
る
：こ
と
 ヾ

を
証
明
す
る
こ
と
に
努
力
.を
集
中
し
，
そ
の
.甲
斐
あ
ら
て
今
日
.で
は
陰
謀
説
は 

学
問
的
に
は
生
命
を
失
0
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
テ
キ 

サ
ス
へ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
移
住
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
と
い
つ
た
、
陰 

謀
説
：に
有
利
な
材
料
は
、
砠
小
評
砠
さ
れ
る
員
|«
|
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向 

に
、
.
.タ
ー
ナ
ー
的
西
漸
運
動
の
展
開
過
程
が
結
び
つ
い
■て

、
：
ー

入-:
〇
年
代
，

: 3
0
年
代
前
半
裕
お
け
る
-ア
：
キ

サ

ス

像

が

描

か

れ

て

い

る

。
：
：

,

.

も
ち
.

ろ

ん

当

時の
テ
キ
サ
ス
ーが_
プ
.

ラ
■

ソ

テ
I

シ
ヨ
ン
■.
.に

お

お

わ

れ
■て
し
ま
つ 

た
わ
け
で
は
な
い
。•、
ま
た
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
開
拓
地
ょ
り
交
通
不
便
介
場
所
に

.

.あ
:0
た
開
拓
地
で
は
、
プ
ラX

テ-
T

シ
ヨX

の
展
開
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
つ

?

)
.

-

.
.

た
。
そ
し
て
、
数
的
に
は
プ
ラ
'/
.タ

ー

や

奴

隸

ょ

り

も

、

-:
-
奴

隸

を

所

有

し

な

い
 

自
営
農
民
や
牧
蓄
業
者
の
方
が
多
か
づ
た
-
と
も
確
が
で
お
る
。：
し
か
し
、
■南 

.
北
戦
争
前
の
南
部
は
>
:
;
プ
ラ
：

V

テ

ー

シ

，
ヨ
：

ゾ
に
お
お
わ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た 

.

.

.
か
，。.
.
.
そ
れ
は
.
.プ. 一'
7
.
.
.

ン
.；タ
.
.丨
と
奴
謙
と
.プ
J
.ア

亦

ヮ

'ィ
ド
.だ
.け
の
：社
.会
で
あ
.っ
. 

.た

.か
。：
そ
ぅ
.で
な
.か
_っ
た
，こ
と
は
才
ゥ
ズ
リ
.!

学

派

一

の

業

績

に
.ょ
.っ
.
て明
ら
か 

に

さ

れ

て

.
い

る
-

^'
は
い
免
，
南
部
は
：オ
パ
ィ
ー
オ
河
以
北
と
は
異
質
の
社
会
で 

あ

0
た

。
、
そ

れ

は

奴

隸

制

に

基

づ

：
く

プ

ラ

：
ン
.
デ

ー

シ

ヨ

シ

を

中

心

と

し

て

展

開
 

す
る
社
会
で
あ
り
、
.'
:

^
王
国
で
：あ
々
た
。
-.
'
シ

:.
,
.;
.
'
:
'

'
そ
ぅ
し
た
.

意
味
で
、，)

開

露

代

の

テ

キ

サ

ス

、；.特
に
後
年
i

の
中
心
地
域 

と
な
っ
：：た

オ

ー

ズ

テ

ン

開

拓

地

：

T

帯
は
、
す
で
に
南
部
型
社
会
で
あ
っ
.た
。

.
い
わ
ゆ
る
南
西
部
型
！

&

漸

運

動

へ

の

：修

正

点

と

D

て
、.牧
畜
業
者
の
問
題
、
プ
ラ 

ン
タ
I-
'

の
.
初

期

か

ら

の

移

佯

の

問

題

が

あ

る

こ
と
を

最

初

：
：
に

述

'

べ

た

。
こ
こ
で 

扱

^
た

の

は’
第

ー

ー

の

問

題

で

あ

る

’

そ
ん
て
、
テ
キ
十
ス
の
棉
作
地
帯
に
つ 

い
：て
は
，.
南
西
部
型
西
漸
運
動
.の
：通
説
に
修
正
を
加
え
る
ベ
き
こ
ど
を
明
ら
か 

に
し
得
た
と
考
え
る
。
そ
：

A
J

で
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
、
小
農
民
と
同
時
に
奴
隸 

を
連
れ
た
7
ラ
ン
タ
.丨
が
姿
を
現
わ
し
た
。
同
様
な
.事
態
が
、
.ア
ラ
'、ハ
マ
.、

ミ

シ
シ
ツ
ビ
あ
る
い
は
ル
ィ
ジ
ア
ナ
の
棉
作
地
帯
に
お
い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
で

(

10)

：

. 
' 

:

あ
ろ
ぅ
か
.
0

西
漸
運
動
の
展
開
過
程
を
問
題
と
す
る
の
は
、'-
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
の
存
在
が
、

ア
メ
リ
力
の
農
民
に
い
'か
な
る
恩
恵
を
与
え
た
か
を
知
る
た
め
.

で
あ
る
。
ア
メ 

リ
ヵ
農
業
に
'お
け
る
資
本
主
義
の
成
立
発
展
は
、.
.こ
の
観
4
を
欠
い
て
ユ
十
分 

.に
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
通
説
に
あ
っ
て
は
、
南
西
部
に
お

い

て

も
開
拓 

当
初
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
小
農
民
の
た
め
：の
も
の
で
あ
っ
た
、

と
さ
れ
て
い 

る
了
し
か
し
’
，
テ
キ
サ
，ス
の
棉
作
地
帯
に
お
い
て
は
、

フ
口
.ン
テ
.ィ
ア
の
土
地 

は
最
初
か
ら
、
小
農
民
の
た
め
よ
り
は
、
プ
ラ
ゾ
タ
ー
の
た
め
.

に
存
在
し
た
。
 

香
り
高
い
野
：ぶ
ど
う
に
お
お
わ
れ
た
豊
か
な
土
地
、
そ
れ
は
ア
一
ブ
パ
マ
や
ミ
シ 

シ

ッ
ピ

か

；
ら

移

住

ム

た

小

農

民

に

と

.っ

.て
'「

自
由
な
機
会」

を
意
味
し
な
か
っ 

た
。
他
■の
棉
花
地
帯
に
，つ
い
て
も
こ
：う
し
た
事
情
が
明
ら
か
に
さ
：れ

る

な

ら 

ば

、

南

西

部

に

お

い

て

小

農

民

の

身

分

上

昇

が

困

難

で

あ

っ

た

原

因

の

-:
.
つ 

ガ
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
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